
広報奥出雲 6広報奥出雲7

○試験日時：平成20年７月13日（日）午前９時30分～

○開催場所：雲南市木次町里方55　チェリバホール

○試験科目：適性試験、知識試験・技能試験

【お問合せ先】

　島根県東部農林振興センター雲南事務所（総務・鳥獣スタッフ）まで

　電話：0854−42−9556　ＦＡＸ：0854−42−9650

平成20年度島根県狩猟免許試験が実施されます
奥
出
雲
町
文
化
財



保
護
専
門
委
員
決
ま
る

　
五
月
三
十
日
、
奥
出
雲
町
文
化

財
保
護
専
門
委
員
九
人
が
決
ま

り
、委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
二
年
間
で
、
町
内
に
あ

る
文
化
財
の
調
査
や
保
存
並
び
に

活
用
に
関
し
て
専
門
的
、
技
術
的

事
項
の
研
究
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
。

　
専
門
委
員
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
・
杉
原
　
清
一
さ
ん︵
会
長
︶

　
・
福
田
　
充
雄
さ
ん︵
副
会
長
︶

　
・
吉
川
　
昌
治
さ
ん

　
・
家
熊
　
　
猛
さ
ん

　
・
木
原
　
　
明
さ
ん

　
・
田
部
　
英
年
さ
ん

　
・
児
玉
　
敏
郎
さ
ん

　
・
藤
原
　
克
己
さ
ん

　
・
相
良
　
英
輔
さ
ん

ふるさと奥出雲町を応援して下さる皆様へ

ご支援をよろしくお願いいたします

　　
　

　



　

　
　
　
　

　
　

　

　　
　

　

　
　
　
　

　
　

　



　

　奥出雲町では、自然、歴史、文化や伝統に恵まれた奥

出雲町の末永い充実・発展を目指すために『奥出雲町ふ

るさと応援基金』を創設しました。ふるさと奥出雲町を

愛し、応援していただける個人や団体の皆さんから広く

寄附金を募集します。

　寄附金は、以下の事業に活用させていただきます。

⑴　人口定住・結婚対策に関する事業

⑵　出産・子育て支援に関する事業

⑶　自然環境・環境保全に関する事業

⑷　観光振興に関する事業

⑸　教育・文化・スポーツ振興に関する事業

⑹　その他町長が定めた事業

○寄附の方法

　(1)寄附金申出書にご記入の上、郵送、FAX、E-Mailでご送付ください。

　　　《郵便送付先》　〒699-1592島根県仁多郡奥出雲町三成358番地1

　　　　　　　　　　　　　奥出雲町役場企画財政課　　《FAX》0854-54-1229

　　　《メールアドレス》　zaisei@town.okuizumo.shimane.jp

　　※寄附金申出書の用紙は、町のホームページ（http://www.town.okuizumo.shimane.jp/register/

　　　register/post-230.html）からダウンロードできます。

　(2)後日、奥出雲町役場から「納付のご案内」を郵送いたしますので、①専用払込票（ゆうちょ

　　銀行用）、②専用納付書（指定金融機関用）、③口座振込、④現金書留、のいずれかの方法

　　で入金をお願いします。

　(3)入金確認後、奥出雲町から寄附に係る領収書を発行いたします。個人住民税の寄附金控除を

　　受けることができますので、確定申告時にお使いください。法人税の寄附金控除については、

　　所在地の各税務署にお問合せください。

○お問合せ先

　　・寄附の方法や事業の内容について・・・(企画財政課)　0854-54-2522

　　・個人住民税寄附金控除について・・・(税　務　課)　0854-52-2671

　※この案内は、寄附を強要したり、見返りや恩典により寄附をお願いするものではありません。

　※『奥出雲町ふるさと応援基金』をかたった寄附の強要や詐欺行為には十分にご注意ください。

　
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
の
一
年
生
五
十
九
人
と
高
尾
小

学
校
の
全
校
児
童
十
六
人
が
五
月

十
四
日
、
高
尾
地
内
の
水
田
で
手

植
え
に
よ
る
田
植
え
体
験
を
し
ま

し
た
。

　
同
学
院
で
は
、
﹁
協
働
力
実
習
﹂

の
授
業
で
自
然
に
親
し
み
共
感
の

力
を
育
て
、
協
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
四
年

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
　
の
水
田
に
入
る
と
、
横
一

列
に
な
り
、
も
ち
米
﹁
コ
コ
ノ
エ

モ
チ
﹂
と
う
る
ち
米
﹁
コ
シ
ヒ
カ

リ
﹂
を
地
域
の
人
か
ら
丁
寧
な
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
一
株
ず
つ
植

え
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
高
尾
小
学
校
の
全
児
童

と
一
緒
に
行
い
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
年
代
を
越
え

た
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
は
﹁
足
が
は
ま
っ
て

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
と
一

緒
に
で
き
て
よ
い
思
い
出
に
な
っ

た
﹂
、
﹁
昔
な
が
ら
の
手
植
え
を

初
め
て
体
験
し
貴
重
な
経
験
に
な

っ
た
﹂
な
ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
田
車
、
稲
刈
り
、
脱
穀

な
ど
仁
多
米
づ
く
り
の
体
験
や
わ

ら
草
履
づ
く
り
な
ど
の
実
習
を
行

い
ま
す
。

ア
ー

ル

島根リハビリ学院生と

　地元児童が田植え交流

　
霊
峰
・
玉
峰
山
安
全
祈
願
祭

が
五
月
十
一
日
、
亀
嵩
観
光
文

化
協
会
や
亀
嵩
公
民
館
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
祥
雲
の
会
の
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
祈
願
祭
に
は
、
岩
田
町
長
を

は
じ
め
、
地
元
関
係
者
や
町
内

外
の
登
山
者
な
ど
約
百
名
が
出

席
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
と

玉
峰
山
が
多
く
の
人
で
賑
わ
う

よ
う
祈
り
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
登
山
者
は
新
緑

の
な
か
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
山
し
た
後
は
、
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
山
菜

の
て
ん
ぷ
ら
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　
戦
国
武
将
三
沢
氏
の
遺
徳
を

偲
び
、
登
山
者
の
安
全
を
祈
願

す
る
要
害
山
山
城
祭
が
五
月
二

十
五
日
、
三
沢
城
跡
保
存
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
は
ま
ず
、
古
く
か
ら
禊

の
水
と
し
て
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
三
澤
池
で
清
め
の
水
を
汲

む
﹁
お
水
取
り
﹂
の
儀
式
を
行
い
、

場
所
を
三
沢
公
民
館
に
移
し
て

多
く
の
来
賓
、
地
域
住
民
な
ど

約
六
十
人
が
参
列
し
、
山
開
き

の
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
沢
小
学
校
児
童
ら

が
鎧
兜
を
身
に
ま
と
い
武
者
行

列
が
行
わ
れ
、
今
回
は
武
士
が

出
陣
の
際
に
行
っ
て
い
た｢

三
献

儀｣

が
勇
壮
に
披
露
さ
れ
、
式
典

に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

み
そ
ぎ

さ
ん
こ
ん
の

ぎ

玉
峰
山

山
開
き

要
害
山
山
城
祭

本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来

パ
　
ー

セ
ン
ト

▲イベントを楽しむ多くの来場者

「奥出雲町ふるさと応援基金」を創設しました「奥出雲町ふるさと応援基金」を創設しました

▲素足になって苗を植える学生と児童たち

▲尾原ダム発掘調査現場視察の様子

▲「三献儀」の様子

神
事
の
様
子

▲


